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商工連ながの

　2018年9月にオープンしたこの施設は、
地域やアスリートからの長年の要望に応
え、「スポーツ合宿の聖地」菅平高原の魅力
アップとより一層の地域振興を推進するた
めに整備し、バスケット、バレー等競技場、
トレーニングルーム、ミーティングルーム、
クールダウンルームを有します。

（真田町商工会）

上田市菅平高原アリーナ
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商
工
連
は
5
月
27
日
、
箕
輪
町
の
伊
那
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
令
和
３

年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
提
出
さ
れ
た
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
等

の
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
任
期
満
了
に
よ
る
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
の
結

果
、
会
長
に
は
間
瀬
一
朗
氏
（
信
濃
町
商
工
会
長
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、副
会
長
に
は
清
水
初
太
郎
氏
（
東
御
市
同
）、鷹
野
力
氏
（
宮
田
村
同
）、

杉
山
茂
実
氏
（
白
馬
同
）、
高
村
秋
光
氏
（
戸
倉
上
山
田
同
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
退
任
役
員
を
代
表
し
て
柏
木
前
会
長
よ
り
「
２
期
、
６
年
間

商
工
連
の
運
営
に
ご
協
力
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
任
の
間
瀬
会

長
に
は
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
新
役
員
を
代
表
し
て
間
瀬
新
会
長
か
ら
「
私
は
小
さ
な
商
工
会
の

会
長
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
県
内
で
同
じ
よ
う
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
小

規
模
事
業
者
の
代
表
と
し
て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

新
時
代
を
築
き
た
い
と
県
連
会
長
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
会
長
と
な
り
新
し
い

風
を
入
れ
、開
け
た
商
工
連
運
営
に
よ
り
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

間瀬新会長

新役員

柏木会長挨拶

役　名 氏　　名 商 工 会 支部等
会  長 間

ま

　瀬
せ

　一
い ち

　朗
ろ う

信 濃 町 全 　 県
副 会 長 清

し

　水
み ず

　初
はつ　た　ろう

太郎 東 御 市 東 　 信
〃 鷹

た か

　野
の

　　　力
つとむ

宮 田 村 南 　 信
〃 杉

す ぎ

　山
やま

　茂
し げ

　実
み

白　　 馬 中 　 信
〃 高

た か

　村
む ら

　秋
あ き

　光
み つ

戸倉上山田 北 　 信
専務理事 中

なか

　村
む ら

　英
ひ で

　雄
お

商 工 連
理 事 滝

た き

　沢
ざ わ

　恒
つ ね

　夫
お

南 牧 村 佐 　 久
〃 浦

う ら

　野
の

　喜
き

　芳
よ し

立 科 町 佐 　 久
〃 岩

い わ

　下
し た

　勇
い さ

　雄
お

青 木 村 上 　 小
〃 名

な

　取
と り

　　　徹
とおる

富 士 見 町 諏 　 訪
〃 檀

だ ん

　原
ば ら

　隆
た か

　宣
の ぶ

辰 野 町 上 伊 那
〃 堀

ほ り

　　　政
ま さ

　則
の り

高 森 町 南 信 州
〃 松

ま つ

　尾
お

　　　勲
いさお

大 鹿 村 南 信 州
〃 重

し げ

　野
の

　幸
ゆ き

　永
の り

木 曽 町 木 　 曽
〃 髙

た か

　橋
は し

　秀
ひ で

　生
お

安 曇 野 市 安 　 筑
〃 木

き

　藤
と う

　利
と し

　光
み つ

松本市波田 安 　 筑
〃 今

い ま

　井
い

　頌
しょう

　治
じ

小 谷 村 北 安 曇
〃 西

に し

　宮
み や

　登
と

喜
き

男
お

長 野 市 長野･北信
〃 古

ふ る

　屋
や

　源
げ ん

　吾
ご

小 川 村 長野･北信
〃 久

く　　ぼ　　た

保田　久
ひ さ

　敏
と し

野 沢 温 泉 長野･北信
〃 松

ま つ

　澤
ざ わ

　朋
と も

　典
の り

小 谷 村 県 青 連
〃 石

い し

　井
い

　喜
き

久
く

江
え

戸倉上山田 県 女 性 連
監  事 重

し げ

　田
た

　元
も と

　一
い ち

浅　　 科 東 　 信
〃 福

ふ く

　士
し

　和
か ず

　成
な り

天 龍 村 南 　 信
〃 水

み ず

　本
も と

　　　豪
つよし

木 祖 村 中 　 信

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

間
瀬
一
朗
新
会
長
を
選
出

＊任期　令和６年５月の通常総会開催日まで
＊�専務理事については、６月30日に臨時総会（書面議決）を開催し、

総会の結果を確認後、会長は中村英雄氏を選任しました。

 
商
工
連
通
常
総
会

長野県商工会連合会役員名簿
　（敬称略）令和３年５月27日改選
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県
青
連
は
５
月
６
日
（
木
）、
松
本
市
「
ア

ル
ピ
コ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
令
和

３
年
度
通
常
総
会
及
び
商
工
会
青
年
部
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、
昨
年

度
は
書
面
で
の
議
決
権
の
行
使
に
よ
る
開
催

で
し
た
が
、
今
年
度
は
参
加
者
を
限
定
し
て

の
縮
小
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
５
議
案
す

べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新
会
長

に
松
澤
朋
典
氏
（
小
谷
村
青
年
部
）
が
選
出

さ
れ
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和

元
年
度
部
員
増

強
運
動
の
実
績

が
優
良
で
あ
っ

た
富
士
見
町
・

木
曽
町
・
長
野

市
商
工
会
青
年

部
と
、
令
和
２
年
度
同
運
動
実
績
優
良
の
富

士
見
町
商
工
会
青
年
部
へ
、
池
田
会
長
か
ら

２
年
分
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、

「G
oogle W

orkspace
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
と

題
し
て
、
全
青
連
第
23
代
会
長
の
奥
村
直
幸

氏
か
ら
「G

oogle W
orkspace

（
旧G 

Suite

）」
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

1
人
で
も
多
く
の
青
年
部
員
が
「Google 

W
orkspace

」
に
登
録
し
、
部
員
同
士
の
繋
が

り
を
持
つ
こ
と
で
、
こ
の
苦
境
を
共
に
乗
越

え
て
い
こ
う
と

い
う
熱
い
思
い

が
伝
わ
っ
た
講

演
と
な
り
ま
し

た
。
受
講
者
は

皆
熱
心
に
聴
講

し
て
い
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
は
５
月
10
日
（
月
）
長
野
市
「
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
考
慮
し
、
参
加
人
数
を

制
限
し
て
通
常
総
会
及
び
商
工
会
女
性
部

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
６
議
案
が

全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
会
長
に
石

井
喜
久
江
氏
（
戸
倉
上
山
田
）
が
再
任
さ
れ
、

新
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
増
強
運
動
の
実
績
優
良
表
彰

が
行
わ
れ
、
令
和
２
年
度
実
績
で
は
松
川
村
、

ま
た
、
昨
年
度
は
通
常
総
会
が
書
面
開
催
で

表
彰
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
元
年

度
実
績
優
良
の
信
濃
町
、
小
谷
村
、
戸
倉
上

山
田
の
３
女
性
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、

県
下
４
地
区
の
代
表
、
飯
綱
町
の
若
林
安
美
氏
、

松
川
村
の
白
澤
美
智
氏
、
下
條
村
の

佐
々
木
幸
子
氏
、
御
代
田
町
の
金
丸
倉

子
氏
が
主
張
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、「
女
性
部
活
動
と
地

域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
～
シ
ニ
ア

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
『
奇
跡
の
変
身
』
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
飯
綱
町
の

若
林
安
美
氏
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

県
代
表
と
し
て
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

事
業
経
営
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
中
小

企
業
診
断
士
の
橋
本　

泉
氏
よ
り
、
特

性
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
乗
り
越

え
る
方
法
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
受

講
者
は
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

県
青
連
新
会
長
に
松
澤
朋
典
氏
（
小
谷
村
商
工
会
青
年
部
）

～ 

新 

役 

員 

を 

選 

出 

～

石
井
会
長
（
戸
倉
上
山
田
）
を
再
任
!!

～ 

新 

役 

員 

を 

選 

出 

～

令
和
３
年
度
長
野
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
・

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

令
和
３
年
度
長
野
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
・

商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

青年部

女性部

新役員挨拶

退任役員挨拶

会長バッヂの引継ぎを行う新旧会長

奥村直幸氏の講演

新役員の皆さん



補助金の申請には、経営計画の策定等準備が必要ですので、受付締切日に余裕を持って商工会までご相談ください。

コロナ対応支援策 補助金のご案内

「小規模事業者持続化補助金　低感染リスク型ビジネス枠」・「事業再構築補助金」・「ものづくり補助金」・「IT導入
補助金」の申請は、補助金申請システム（名称：ＪGrants）でのみ受け付けています。
ＪGrants HP  https://www.jgrants-portal.go.jp/

各補助金の県による上乗せ補助につきましては、長野
県HPの「長野県プラス補助金」をご参照ください。
https://www.pref.nagano.lg.jp/keieishien/corona/kouzou-tenkan.html

革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行うための設備投資等を支援します。
【通常枠】　補助上限　〔1,000万円〕、補助率　〔中小企業１/２、小規模事業者２/３〕
【低感染リスク型ビジネス枠】　補助上限　〔1,000万円〕、補助率〔２/３〕 ※
対象 対人接触機会の減少に資する、製品開発、サービス開発、生産プロセスの改善に必要な設備投資等。

７次受付締切日　令和３年８月17日（火）　８次受付締切日　令和３年11月中（予定）

 ものづくり補助金（ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金）

※県による上乗せ補助
　2/3　→　8/10

中小機構HP
https://seisansei.
smrj.go.jp/

バックオフィス業務の効率化やデータを活用した顧客獲得など生産性向上に繋がるITツールの導入を支援します。
【通常枠】　補助上限〔450万円〕、補助率〔１/２〕
【低感染リスク型ビジネス枠】　補助上限〔450万円〕、補助率〔２/３〕 ※
　　　　　　　　　　　　　　（テレワーク対応類型は上限150万円）
対象 生産性向上を図るためのITツール導入やテレワーク環境整備等に要する経費。

３次受付締切日　令和３年９月中（予定）

 IT 導入補助金

※県による上乗せ補助
　2/3　→　8/10
　上限額　国450万円、県90万円
　ただし、テレワーク対応類型は
　上限額　国150万円、県30万円

中小機構HP
https://seisansei.
smrj.go.jp/

 小規模事業者持続化補助金
【一般型】　補助上限〔50万円〕、補助率〔２/３〕
商工会の管轄地域内で事業を営み、持続的な経営に向けた経営計画を策定している小規模事業者の販路開拓等の取
組（新たな市場への参入に向けた売り方の工夫や新たな顧客層の獲得に向けた商品の改良・開発等）を支援します。

【低感染リスク型ビジネス枠】　補助上限〔100万円〕、補助率〔３/４〕 ※
ポストコロナを踏まえたビジネスやサービス、生産プロセスの導入等に取り組み、感染
拡大防止と事業継続を両立させるための対人接触機会の減少に資する前向きな投資を行
う事業を支援します。

第６回受付締切日　令和３年10月１日（金）　　第７回受付締切日　令和４年２月４日（金）

第３回受付締切日　令和３年 ９月 ８日（水）　第５回受付締切日　令和４年 １月12日（水）
第４回受付締切日　令和３年11月10日（水）　第６回受付締切日　令和４年 ３月 ９日（水）

※県による上乗せ補助
　3/4　→　9/10

中小機構HP
https://seisansei.
smrj.go.jp/

ウィズコロナ・ポストコロナ時代の経済社会の変化に対応するため
の中小企業等の思い切った事業再構築を支援します。

【通常枠】　補助額　〔100万円～6,000万円〕、補助率〔２/３〕
【卒業枠】　補助額　〔6,000万円超～１億円〕、補助率〔２/３〕
　　　　　　　�2020年10月以降の連続する６か月間のうち、任意の３か月の合計売上高が、コロナ以前（2019 

年又は2020年１月～３月）の同３か月の合計売上高と比較して10％以上減少していること（売上高
減少要件）、事業計画を商工会等の認定経営革新等支援機関と策定すること（認定支援機関要件）な
どの要件がございます。

  

 事業再構築補助金

補助対象
の要件

※県による上乗せ補助　2/3　→　最大8/10
　通常枠　上限500万円
　卒業枠　定額1,000万円※

事業再構築補助金HP
https://jigyou-saikouchiku.jp/

補助事業の詳細・公募スケジュール等につきましては、事業再構築補助金 
HPをご参照ください。https://jigyou-saikouchiku.jp/
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私
は
約
30
年
の
企
業
勤
務
の
後
、
起
業
を
目

的
に
２
０
１
４
年
夏
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
泰
阜
村
に
移
住
し
ま
し
た
。
移
住
後
感
じ

た
こ
と
は
、
泰
阜
村
に
は
魅
力
あ
る
多
く
の
資

源
が
眠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し

て
、
協
力
隊
の
任
期
満
了
後
、
地
域
の
資
源
を

使
っ
た
地
域
完
結
型
の
事
業
で
、
地
域
創
生
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
、

当
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
も
の
は
、
手
造
り
こ
ん

に
ゃ
く
で
す
。
村
内
の
祭
り
に
参
加
し
た
と
き
、

泰
阜
村
は
か
つ
て
日
本
有
数
の
こ
ん
に
ゃ
く
芋

の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
生
の
こ
ん

に
ゃ
く
芋
を
使
っ
て
つ
く
る
手
造
り
こ
ん
に
ゃ

く
は
そ
れ
ま
で
に
食
べ
た
こ
と
が
な
い
味
で
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

手
造
り
こ
ん
に
ゃ
く
は
一
般
に
は
あ
ま
り
流

通
し
て
お
ら
ず
、
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
同
時

に
村
の
こ
ん
に
ゃ
く
芋

生
産
復
活
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ま
し
た
。
幸

い
に
も
、
加
工
場
は
村

役
場
の
厚
意
で
廃
校
に

な
っ
た
小
学
校
の
給
食

調
理
場
を
賃
借
し
、
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

創
業
当
初
は
特
に
県

外
で
の
試
食
販
売
を
積

極
的
に
試
み
ま
し
た
。

試
食
い
た
だ
け
れ
ば
好

感
触
で
購
入
率
も
高

か
っ
た
の
で
す
が
、
当

時
は
味
付
け
な
し
の
シ

ン
プ
ル
な
商
品
の
み
で
、

多
く
の
消
費
者
に
「
こ

ん
に
ゃ
く
と
い
え
ば
群

馬
県
で
し
ょ
」
と
い
う

反
応
が
多
く
、
人
目
を

惹
く
商
品
の
品
揃
え
が

不
可
欠
と
考
え
、
新
商

品
開
発
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。
地
元
産
の
柚
子
を
練
り
こ
ん
だ
「
柚

子
こ
ん
に
ゃ
く
」、
南
信
州
特
産
の
粉
の
凍
り

豆
腐
を
練
り
こ
ん
だ
「
あ
わ
雪
こ
ん
に
ゃ
く
」

を
開
発
し
発
売
し
ま
し
た
。
特
に
「
あ
わ
雪
こ

ん
に
ゃ
く
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
ん

に
ゃ
く
と
し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
更
に
、
青
唐
辛
子
で
漬
け
込
ん
だ
「
手
造

り
こ
ん
に
ゃ
く
の
青
こ
し
ょ
う
漬
け
」、
信
州

味
噌
に
漬
け
た
「
手
造
り
こ
ん
に
ゃ
く
の
味
噌

漬
け
」
と
い
っ
た
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
新

商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
事
業
は
当
社
の
基
幹
で
す
が
、

そ
の
他
に
も
村
に
あ
る
様
々
な
資
源
を
活
用
し

た
新
た
な
事
業
を
考
え
て
い
る
と
き
、
偶
然
に

も
カ
ッ
プ
包
装
機
が
手
に
入
る
こ
と
に
な
り
、

地
元
産
の
果
実
を
使
っ
た
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
に

辿
り
着
き
ま
し
た
。
で
き
る
限
り
村
に
あ
る
素

材
を
使
い
、
で
き
る
限
り
余
計
な
も
の
は
入
れ

ず
に
、
か
つ
地
域
性
の
強
い
商
品
を
提
供
し
た

い
と
考
え
開
発
に
着
手
し
、
先
ず
は
り
ん
ご
・

ゆ
ず
を
使
っ
た
3
つ
の
商
品
を
考
案
し
、

２
０
２
１
年
5
月
よ
り
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
ゼ
リ
ー
部
門
を
当
社
の
「
第
二
の
柱
」
と

し
て
販
売
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

当
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
地
域
創
生
に
貢
献

し
て
い
く
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
様
々

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
泰
阜
村
商
工

会
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
を
い
た
だ

き
つ
つ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
企
業
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

株式会社ポタジェやすおか
代表取締役 長尾 透　泰阜村商工会

http:potajye-yasuoka.com/

中小企業の新たな事業活動

南信州泰阜村の魅力を
より多くの人に伝えたい

各種手造りこんにゃく

新商品のフルーツゼリー
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信
州
新
町
は
長
野
市
の
西
側
に
位
置
し
、

山
に
挟
ま
れ
た
間
を
縫
う
よ
う
に
国
道
19
号

線
が
通
り
犀
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
犀
川
に

は
県
歌
「
信
濃
の
国
」
に
も
歌
わ
れ
て
い
る

「
久
米
路
橋
」
が
架
か
り
、
と
て
も
風
光
明

媚
な
地
域
で
す
。

　

信
州
新
町
は
２
０
１
０
年
１
月
1
日
に
長

野
市
に
編
入
と
な
り
行
政
は
長
野
市
と
な
っ

た
も
の
の
、
商
工
会
は
合
併
せ
ず
に
「
信
州

新
町
商
工
会
」
と
し
て
存
続
し
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
地
域
の
人
口
は
、
合
併
し
た
年
の

２
０
１
０
年
４
月
に
は
５
、０
０
０
人
を
超

え
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
か
ら
2
年
後
に
は

５
、０
０
０
人
を
切
り
、
11
年
経
っ
た
現
在

で
は
３
、７
０
０
人
台
（
令
和
3
年
4
月
1

日
現
在
）
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
年
々
、
過

疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
商
工
業
者

の
減
少
、
地
域
の
魅
力
の
維
持
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

信
州
新
町
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
に
「
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
国
道
19
号
線

沿
い
の「
信
州
新
町
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
街
道
」に
点

在
す
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
の
店
で
は
、
各

店
舗
独
自
の
味
付
け
肉
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、8
月
15
日
に
は
犀
川
河
川
敷
で
「
と

う
ろ
う
流
し
と
花
火
大
会
」
が
行
わ
れ
、
犀

川
に
流
れ
る
色
と
り
ど
り
の
“
と
う
ろ
う
”

と
夜
空
に
輝
く
花
火
の
と
て
も
幻
想
的
な
光

景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
昨

年
・
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、信
州
新
町
は「
か
あ
さ
ん
の
歌
」（
窪

田
聡 

氏 

作
詞
作
曲
）
の
発
祥
の
地
で
あ
り

ま
す
。
最
近
で
は
学
校
で
も
歌
わ
れ
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
地
元
の
小
学

生
で
も
信
州
新
町
が
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
子
供
が
多
い
た
め
、
信
州
新
町

の
小
学
生
た
ち
の
認
識
と
愛
着
を
深
め
る
た

め
、
生
徒
に
作
文
を
書
い
て
も
ら
い
、
昨
年

度
「
か
あ
さ
ん
の
歌
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
初
は
小
学
校
の
体
育
館

等
で
の
表
彰
な
ど
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
の
た
め
に
行
う
こ

と
が
で
き
ず
、
生
徒
の
発

表
の
機
会
も
表
彰
の
機
会

も
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

Ｉ
Ｎ
Ｃ
長
野
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
収
録
・
番
組

放
送
に
よ
り
発
表
・
表
彰
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
生
徒
の
み
な
ら
ず
保

護
者
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
飲
食
店

及
び
地
域
事
業
者
の

消
費
減
少
の
対
策
と

し
て
、
長
野
市
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
事
業
補
助
金
を

活
用
し
「
イ
チ
オ
シ

商
品
Ｐ
Ｒ
＆
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
事
業
を

行
い
ま
し
た
。
各
店

お
ス
ス
メ
の
商
品
の

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
う
こ

と
で
、
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を

行
う
と
と
も
に
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
と
の
交

換
商
品
を
参
加
店
で
使
え
る
お
買
い
物
券
と

す
る
こ
と
で
消
費
者
が
地
域
の
商
店
を
循
環

す
る
よ
う
に
し
、
来
店
頻
度
を
増
や
し
消
費

拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
併
せ
て
商
店
街
で
も
、
こ
の
お
買
い
物

券
で
買
い
物
を
す
る
と
シ
ク
ラ
メ
ン
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
企
画
を
行
い
、
相
乗
効

果
を
生
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
と
し
て
、
空
き

家
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
た
な
事
業
が
過
疎
化
対
策
と
な
り
、
消
費

拡
大
と
建
設
業
者
の
需
要
の
拡
大
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
指
し
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.123

北信

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

とうろう流しと花火大会

かあさんの歌作文コンクール表彰式

かあさんの歌発祥の町看板と歌碑
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「『
だ
れ
に
、
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に
』
な
ん
て
、

そ
ん
な
基
本
的
な
こ
と
は
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
な
く
て
も
い
い
！
」
と
怒
ら
れ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
が
、
あ
え
て
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
く
ら
い
最
近
こ
の
「
基
本
的
な

こ
と
」
が
大
切
で
あ
り
、
意
外
と
深
い
と
思
え
る
機

会
が
数
多
く
あ
る
た
め
で
す
。

　

言
わ
ず
と
知
れ
た
「
だ
れ
に
、
な
に
を
、
ど
の
よ

う
に
」
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
根
幹
に

な
る
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
た
言
葉
で
す
。
事
業
を
進

め
る
う
え
で
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
計
画
書
の
作
成
や

補
助
金
申
請
で
も
記
載
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
意
識
し
て
い
る
経
営
者
や
支
援
機
関
の
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
経

済
産
業
省
が
発
表
し
て
い
る
「
中
小
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お

い
て
も
、
重
要
な
着
眼
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
日
々
の
経
営
相
談
や
支
援
の
場
で
話
を
し

て
い
る
と「
表
面
的
な
意
味
」で
し
か
受
け
取
ら
れ
て

い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
先
日
ご
支
援
し
た
お
蕎
麦
屋
さ
ん
の
ケ
ー
ス
。
ご

主
人
は「
だ
れ
に
、
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に
」と
い
う

ポ
イ
ン
ト
は
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
「
そ
り
ゃ
あ
内

山
さ
ん
、
う
ち
は
蕎
麦
屋
だ
か
ら
、
美
味
し
い
そ
ば

を
・
観
光
客
と
地
元
の
人
に
・
店
に
来
て
も
ら
っ
て

提
供
し
て
い
る
の
よ
」
で
話
が
完
結
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
そ
う

で
し
ょ
う
か
？
観
光
客
や
地
元
の
人
は
な
ぜ
こ
の
店

を
選
ん
だ
の
か
。
場
所
が
よ
か
っ
た
か
ら
？
美
味
い

と
評
判
だ
っ
た
か
ら
？
美
味
い
蕎
麦
な
ら
な
ぜ
美
味

い
の
か
？
店
か
ら
の
景
観
は
関
係
な
い
だ
ろ
う
か
？

実
は
提
供
方
法
に
特
徴
が
あ
る
の
か
？
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
い
る
方
は
な
ぜ
リ
ピ
ー
ト
し
て
い
る
の

か
？
…
と
い
っ
た
具
合
に
、
深
く
考
え
て
い
く
と
、

単
純
に
蕎
麦
と
い
う
食
べ
物
だ
け
を
売
っ
て
い
る
訳

で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
だ
れ
に
、
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に
」を
考
え
る
際

の
着
眼
点
を
私
な
り
に
ま
と
め
て
み
た
の
が
下
の
図

で
す
。
表
面
的
な
意
味
だ
け
で
考
え
る
と
単
な
る
事

実
確
認
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
な
ぜ
好
調
な
の
か
、

な
ぜ
不
調
な
の
か
と
い
っ
た
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
辿

り
着
け
ま
せ
ん
。
一
歩
進
ん
で「
潜
在
的
な
意
味
」ま

で
深
掘
し
て
み
る
と
、
正
確
な
現
状
分
析
や
「
本
当

の
意
味
で
事
業
者
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
価
値
」
の

発
見
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
価

値
を
見
つ
け
出
し
て
言
語
化
し
、
経
営
者
の
思
い
や

外
部
環
境
と
掛
け
合
わ
せ
て
こ
そ
、
事
業
計
画
を
考

え
る
と
き
に
必
要
と
な
る「
強
み
×
機
会
」を
探
し
出

す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

限
ら
れ
た
時
間
と
人
と
資
金
で
結
果
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
営
者
に
と
っ
て
、「
だ
れ
に
、
な

に
を
、
ど
う
や
っ
て
」
を
点
検
し
て
お
く
こ
と
は
、

日
々
の
経
営
判
断
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
取
り
組
む

事
業
の
優
先
順
位
付
け
に
も
役
立
ち
ま
す
。
言
語
化

し
て
お
い
た「
価
値
」は
販
路
拡
大
に
用
い
る
ツ
ー
ル

（
ち
ら
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）の
主

要
な
要
素
に
な
る
で
し
ょ
う
。
新
し
い
事
業
を
考
え

る
際
も
、
自
社
の
価
値
の
源
泉
を
正
確
に
把
握
し
て

い
る
こ
と
は
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
誰
も
が「
自
分（
自
社
）の
良
い
と
こ

ろ
を
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
説
明
し
に

く
い
よ
う
に
、
良
い
と
こ
ろ
を
探
す
と
い
う
こ
と
は

一
人
で
考
え
込
む
だ
け
で
は
気
づ
き
に
く
い
も
の
で

す
。
ま
し
て
現
在
の
よ
う
な
先
が
読
め
な
い
環
境
に

お
い
て
は
な
お
さ
ら
か
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
こ

そ
官
民
問
わ
ず
支
援
機
関
と
連
携
し
、
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
し
、
私
も
微
力
な
が

ら
そ
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

経 意外と深い
「だれに、なにを、どのように」

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

みすゞ中小企業診断士事務所
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内山  拓己  氏

事務所Web
QRコード
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判例におけるハラスメント

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士
髙野尾  三穂  氏

　
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
は
、
平
成
の
初

め
頃
か
ら
、
日
本
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
令

和
と
な
っ
た
現
代
で
は
、
ご
く
日
常
的
な
用
語
と
し

て
社
会
に
浸
透
し
ま
し
た
。
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ

と
い
っ
た
旧
来
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
マ
タ
ハ
ラ
、

ア
カ
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
等
々
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
概
念

は
多
く
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
時
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
広
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
社
会
的
な
関
心
は
一
層
高

ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、
令
和
元
年
に
は
、
い
わ

ゆ
る
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
が
制
定
さ
れ
、
令
和
２
年
６

月
１
日
よ
り
、
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

対
策
が
強
化
さ
れ
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

措
置
が
事
業
主
の
義
務
と
な
り
ま
し
た
（
中
小
事
業

主
は
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
義
務
化
、
そ
れ
ま
で

は
努
力
義
務
に
な
り
ま
す
）。

　

今
ま
で
、
当
コ
ラ
ム
に
お
い
て
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
何
回
か
ご
紹
介
さ
れ
、
定
義
や
事
業
主

等
の
責
務
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
に
講
ず
べ

き
措
置
等
に
つ
い
て
、
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

相
談
で
多
い
の
は
、「
こ
れ
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
の

で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
質
問
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
判
例
に
お
い
て
実
際
に
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
言
動
に
つ
い
て
、
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

１　
セ
ク
ハ
ラ
・
ア
カ
ハ
ラ
の
例

　

⑴�　

大
学
教
授
が
助
教
に
対
し
、
①
大
学
院
生
と

年
齢
が
近
い
こ
と
を
指
摘
し
、
恋
愛
問
題
を
お

こ
し
そ
う
だ
な
ど
と
発
言
、
②
女
性
研
究
者
は

出
産
と
か
で
何
年
も
空
く
と
、
や
っ
ぱ
り
な
か

な
か
戻
り
づ
ら
い
な
ど
と
発
言
、
③
助
教
が
風

邪
を
こ
じ
ら
せ
、
内
科
受
診
後
に
出
勤
す
る
こ

と
と
な
っ
た
際
、
別
の
研
究
員
に
対
し
、「
Ｊ

助
教
は
妊
娠
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
様
子
を
み

て
こ
い
。」
と
発
言

　

⑵�　

大
学
教
授
が
女
子
学
生
に
対
し
、
①
数
回
に

わ
た
っ
て
「
バ
ッ
グ
を
買
っ
て
あ
げ
る
か
ら
一

緒
に
お
出
か
け
し
よ
う
。」「
買
い
物
に
い
き
ま

せ
ん
か
。」
な
ど
と
執
拗
に
誘
っ
た
行
為
、
②

多
数
の
学
生
の
前
で
モ
ノ
マ
ネ
を
す
る
よ
う
強

要
し
た
行
為
、
③
資
料
室
に
お
い
て
、
前
屈
み

に
な
っ
て
印
刷
・
製
本
作
業
を
し
て
い
る
後
ろ

を
通
り
な
が
ら
、「
お
し
り
を
触
り
た
く
な
る
。」

と
発
言
、
③
複
数
の
女
性
教
員
に
対
し
、
数
回

に
わ
た
っ
て
、
同
人
ら
の
着
衣
の
素
材
を
尋
ね

た
上
、「
ち
ょ
っ
と
触
ら
せ
て
。」
と
い
い
、
着

衣
の
肩
や
腕
の
あ
た
り
を
触
っ
た
。
④
特
定
の

女
性
教
職
員
に
対
す
る
よ
び
か
け
や
メ
ー
ル
な

ど
で
、
下
の
名
前
で
呼
び
捨
て
、
あ
る
い
は
様

付
け
で
呼
び
、
ま
た
、「
東
方
三
美
人
」
等
と

呼
称
し
た
。

　
　

�　

一
審
で
は
④
の
み
セ
ク
ハ
ラ
と
認
定
。
控
訴

審
で
は
、
上
記
以
外
の
行
為
も
含
め
、
①
～
④

ま
で
す
べ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
認
定
。

２　
パ
ワ
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
の
例

　

⑴�　

仕
事
ぶ
り
に
は
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
、「
こ

ん
な
こ
と
も
で
き
な
い
の
か
。」「
や
る
気
が
な

い
な
ら
帰
れ
。」
な
ど
と
怒
鳴
っ
て
い
た
。

　

⑵�　
「
地
元
に
帰
っ
て
就
職
し
た
方
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
の
？
」「
お
前
は
ま
わ
り
の
人
間
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
、
ま
わ
り
に
申
し
訳
な
い

と
思
わ
な
い
の
か
。
今
ま
で
は
ど
う
せ
適
当
に

生
き
て
き
た
ん
だ
ろ
う
。」「
お
前
の
成
績
表
を

子
供
に
見
せ
た
ら
も
う
わ
か
る
だ
ろ
う
、
お
前

が
い
か
に
ダ
メ
な
親
父
か
わ
か
る
だ
ろ
う
。」

な
ど
と
発
言

　

⑶�　

①
子
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
り
患
し
、
自
分

も
そ
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
受
診
と
早
退
を
申

し
出
た
こ
と
に
対
し
、「
受
診
し
て
も
い
い
け

ど
し
な
い
方
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
Ｘ
さ
ん
、

も
う
休
め
な
い
で
し
ょ
う
。」
と
発
言
、
②
子

の
発
熱
の
為
、
早
退
を
申
し
出
た
際
、「
子
供

の
こ
と
で
一
切
職
場
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
部

長
と
話
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
年
休
あ
る
か
ら

使
っ
て
も
い
い
け
ど
。
私
は
上
に
も
隠
さ
ず
あ

り
の
ま
ま
を
話
す
か
ら
。
今
度
あ
な
た
と
は
面

談
す
る
。」
と
発
言
、
③
「
私
が
上
に
Ｘ
は
無

理
で
す
と
言
っ
た
ら
い
つ
で
も
首
に
で
き
る
ん

だ
か
ら
。」
と
発
言

　

⑷�　

妊
娠
中
の
業
務
軽
減
に
関
す
る
面
談
で
「
妊

婦
と
し
て
扱
う
つ
も
り
な
い
ん
で
す
よ
。」「
万

が
一
、
何
か
あ
っ
て
も
自
分
は
働
く
ち
ゅ
う
覚

悟
は
あ
る
の
か
。」
等
述
べ
た
。
制
度
等
の
利

用
へ
の
嫌
が
ら
せ
型
の
マ
タ
ハ
ラ
言
動
が
問
題

と
な
っ
た
事
例
。

　
　

�　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
該
当
性
は
、
業
務
の
特
性
、

当
事
者
の
身
分
関
係
、
経
緯
等
、
そ
の
他
の
要

素
も
総
合
的
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
上
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
行

為
が
違
法
と
の
評
価
を
う
け
る
と
も
限
り
ま
せ

ん
が
、
ご
自
身
の
言
動
や
周
囲
を
振
り
返
っ
て

頂
き
、
今
後
の
ご
参
考
に
し
て
頂
け
た
ら
幸
い

で
す
。
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生
ハ
ム
に
関
わ
り
始
め
て
か
ら
８
年
、
会

社
設
立
よ
り
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
梓
、商
品
名
ハ
モ
ン
ス
ノ
ー（
商

標
登
録
済
み
）の
平
田　

孝
一
と
申
し
ま
す
。

　

勤
め
て
い
た
会
社
を
早
期
退
職
し
、
昔
か

ら
疑
問
に
思
っ
て
い
た
「
肉
は
何
故
腐
敗
す

る
の
か
」
を
追
求
し
て
お
り
ま
す
。
と
申
し

ま
す
の
も
、
私
の
家
系
は
三
代
続
い
た
鉄
砲

撃
ち（
狩
猟
民
）で
あ
り
ま
す
。
捕
っ
た
獲
物

は
棄
て
る
事
無
く
食
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

獲
物
を
知
人
に
お
す
す
め
す
る
に
し
て
も

一
度
冷
凍
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

時
マ
イ
ナ
ス
60
度
で
も
肉
は
冷
凍
焼
け
を
お

こ
し
保
存
期
間
は
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
腐
敗
し
ま
す
。
何
と
か
保
存
方
法

が
無
い
か
と
悩
ん
で
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

生
ハ
ム
の
生
産
者
を
紹
介
い
た
だ
き
、
弟
子

入
り
し
ま
し
た
。

　

当
社
の
ハ
ム
は
全
て
地
場
産
の
三
元
豚

（
豚
肉
）で
す
。
ま
た
、
私
の
作
る
ハ
ム
は
カ

ビ
を
生
や
し
ま
せ
ん
。

ハ
ム
の
製
法
は
カ
ビ

を
生
や
す
方
法
が
一

般
的
で
、
理
由
は
鰹

節
と
同
じ
原
理
で
早

く
乾
燥
で
き
る
か
ら

で
す
。
生
肉
で
す
か

ら
そ
れ
が
合
理
的
で

す
が
、
チ
ー
ズ
の
よ

う
な
匂
い
を
感
じ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
試
作
段
階
で

多
く
の
方
に
「
カ
ビ

を
生
や
さ
な
い
で
作

れ
な
い
の
か
？
」
と

意
見
を
頂
き
、
製
法

確
立
に
時
間
は
か
か

り
ま
し
た
が
カ
ビ
を

生
や
さ
な
い
ノ
ン
カ
ビ

製
法
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。

　

会
社
の
所
在
地
は
飯

山
市
で
す
が
工
場
は
県

最
北
端
の
栄
村
で
取
引

先
や
マ
ス
コ
ミ
取
材
、

工
場
見
学
等
初
め
て
の

来
訪
者
は
国
道
ま
で
迎

え
に
行
か
な
い
と
道
に

迷
っ
て
た
ど
り
着
け
な

い
ほ
ど
の
山
中
に
あ
り
ま
す
。
も
と
は
エ
ノ

キ
ダ
ケ
の
工
場
で
あ
っ
た
体
育
館
ほ
ど
の
建

物
の
２
階
を
全
て
冷
蔵
対
応
に
改
築
し
、
最

大
で
ハ
ム
の
原
木
が

３
千
本
ま
で
対
応
で

き
る
設
備
に
し
ま
し

た
。

　

こ
の
地
を
選
ん
だ

理
由
は
ブ
ナ
林
に
囲

ま
れ
、
湿
度
が
保
た

れ
、
雑
菌
が
少
な
く
、

清
流
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
の
信
越
自
然
郷

の
環
境
が
、
ハ
ム
作

り
に
最
適
だ
か
ら
で

す
。

　

会
社
設
立
時
よ
り

飯
山
市
か
ら
の
依
頼

で
雪
国
大
学
の
生
ハ

ム
教
室
の
講
師
を
し

て
お
り
、
市
民
や
市

内
勤
務
者
に
対
し
、
毎
年
２
月
に
実
際
1
人

１
本
の
原
木
生
ハ
ム
の
製
造
と
講
義
を
行
い
、

塩
塗
り
し
た
原
木
を
10
月
ま
で
工
場
で
予
備

熟
成
し
ま
す
。
予
備
熟
成
し
た
も
の
を
生
徒

さ
ん
に
お
返
し
し
、
各
家
庭
や
お
店
の
風
土

の
中
で
24
カ
月
本
熟
成
を
行
い
、
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
パ
ン
教
室

な
ど
と
同
じ
く
保
健
所
的
に
は
な
ん
ら
問
題

有
り
ま
せ
ん
。）

　

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
皆
様
大
変
か
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
良
き
物
は
必
ず
世
に
で
る
！
を
信

じ
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
イ
ン
ス
タ
・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

等
で
発
信
し
、「
道
の
駅　

ま
た
た
び
」で
も

販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
下

さ
い
。
な
お
、
興
味
の
あ
る
事
業
者
の
方
は

栄
村
商
工
会
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
制
限
は
あ

り
ま
す
が
無
償
サ
ン
プ

ル（
着
払
い
）を
お
送
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

注目 Vol.127

この　に人
平田　孝一さん

栄村商工会

工場内写真

百年継続出来る産業を

株式会社　梓

弊社ポスター

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

株式会社　梓
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超
党
派
の
長
野
県
議
会
議
員
に

よ
る
商
工
会
支
援
組
織
「
商
工
会

議
員
懇
談
会
」
は
6
月
30
日
㈬
長

野
市
で
令
和
3
年
度
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
2
年
度
の
事
業
報
告
、

3
年
度
の
事
業
計
画
等
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
第
2
期
商

工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

支
援
、
コ
ロ
ナ
後
に
小
規
模
事
業

者
が
活
躍
で
き
る
体
制
整
備
の
支

援
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

来
賓
の
県
の
林
産
業
政
策
監
兼
産
業
労
働
部
長

か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
小
規
模
事
業
者
支
援
に
係
る
県

の
補
正
予
算
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

会　

長　
　

服
部　

宏
昭　
（
長
野
・
北
信
）

副
会
長　
　

望
月　

雄
内　
（
安
筑
）

副
会
長　
　

平
野　

成
基　
（
上
小
）

幹
事
長　
　

宮
澤　

敏
文　
（
北
安
曇
）

幹　

事　
　

垣
内　

基
良　
（
上
伊
那
）

幹　

事　
　

小
池　
　

清　
（
南
信
州
）

幹　

事　
　

丸
山　

栄
一　
（
長
野
・
北
信
）

幹　

事　
　

依
田　

明
善　
（
佐
久
）

幹　

事　
　

小
池　

久
長　
（
諏
訪
）

幹　

事　
　

大
畑　

俊
隆　
（
木
曽
）

幹　

事　
　

川
上　

信
彦　
（
南
信
州
）

　

令
和
３
年
６
月
23
日（
水
）塩
尻
市
の
ホ

テ
ル
あ
さ
ひ
館
に
お
い
て
、
商
工
会
・
商

工
会
連
合
会
職
員
で
構
成
さ
れ
る
長
野
県

商
工
会
職
員
協
議
会
と
長
野
県
商
工
会
連

合
会
の
共
催
で
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
職
員
の
持
つ
経
営

支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
の
共
有
化
及
び
蓄

積
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、
商
工
会
に

よ
る
事
業
者
支
援
実
績
の
ア
ピ
ー
ル
の
観

点
か
ら
、
経
営
支
援
活
動
に
お
け
る
優
れ

た
事
例
の
発
表
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の
た
び
初

め
て
の
試
み
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
南
中
北
信
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
４
名
が
、
個
別
企
業
支

援
・
地
域
経
済
活
性
化
支
援
に
つ
い
て
の
発
表
を
行
い
、
支
援
者

と
し
て
の
熱
い
想
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

５
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
農
商
連
携
に
よ
る
特
産
品
開
発
支
援
」
と
題
し
て
、

農
産
物
生
産
小
売
業
者
と
飲
食
業
者
等
が
異
業
種
連
携
を
し
て

「
安
曇
野
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」な
ど
の
商
品
化
に
繋
げ
た
支
援
の
発
表
を

行
っ
た
池
田
町
商
工
会
の
横
川
豪
主
任
経
営
支
援
員
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
横
川
主
任
経
営
支
援
員
は
、「
聴
講
者
に
わ

か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
心
掛

け
ま
し
た
。
他
の
支
援
事
例
を

聞
い
て
参
考
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
職

員
の
支
援
事
例
の
発
表
大
会
を

開
催
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
」と
受
賞
後
に
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　　

６
月
24
日（
木
）長
野
市「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」に
お
い
て
、
令
和

３
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
を
長
野
県
女
性
連
が
当
番

県
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
本
来
は
令
和
２
年
度
に
開
催
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開
催
が
一
年
延
期
と
な
り
、
開
催

延
期
決
定
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
収
束
の
見
通
し
が
た
た
な
い
状

況
が
続
い
た
た
め
、
開
催
規
模
等
を
最
小
限
の
１
都
県
女
性
連
４
名
以
内
と
し
、

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
主
張
発
表
大
会
の
み
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
は
各
都
県
女
性
連
代
表
者
11
名

が
、「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
」ま
た
は「
女
性
部

活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」の
２
テ
ー
マ
か

ら
１
テ
ー
マ
を
選
択
し
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
か
ら
は
飯
綱
町
の
若
林
安
美
氏
が
県
代

表
と
し
て「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

り
～
シ
ニ
ア
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー『
奇
跡
の
変
身
』～
」と

い
う
テ
ー
マ
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は「
女
性
部
活
動
と
地

域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
～
南
部
町
の
宝
物
見
つ
け

た
！
特
産
品「
生
姜
」復
活
！
～
」と
い
う
テ
ー
マ
で

発
表
し
た
山
梨
県
代
表
南
部
町
商
工
会
の
遠
藤
洋
子
氏
が
受
賞
し
、
本
年
10
月

に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
優
秀
賞
は
東
京
都
代
表
瑞
穂
町
商
工
会
の
小
峰
育
子
氏
、
優
良
賞

は
静
岡
県
代
表
浅
羽
町
商
工
会
の
得
居
ほ
な
み
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
県
女
性
連
役
員
が
研
修
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
大
変
有
意
義
な

交
流
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
規
模
縮
小
開
催
に
よ
り
参
加
で
き
な
い

女
性
部
員
の
た
め
、
当
日
の
模
様
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
り
ラ
イ
ブ
配
信
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

 

商
工
会
議
員
懇
談
会

 

所
属
県
議
会
議
員
名
簿（
担
当
地
区
） （
敬
称
略
）

商工連間瀬会長より横川主任へ
表彰状・記念品が授与された

発表会の様子

あいさつをする商工会議員懇談会服部会長

主張発表大会各都県代表11名の皆さん

商
工
会
を
元
気
に　

―
商
工
会
議
員
懇
談
会
総
会
―

経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
を
開
催

令
和
３
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
開
催

～
本
県
女
性
連
が
当
番
県
と
し
て
開
催
～
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白
馬
は
、
白
馬
三
山
と

呼
ば
れ
る
白
馬
岳
、

杓し
ゃ
く
し
だ
け

子
岳
、
白
馬
鑓や
り
が
た
け

ヶ
岳
を

は
じ
め
と
し
た
約
３
、

０
０
０
ｍ
級
の
白
馬
連
峰

が
凛
と
し
て
聳
え
立
ち
、

そ
の
勇
姿
は
住
む
人
も
訪

れ
る
人
た
ち
を
も
魅
了
し

て
い
ま
す
。

　

雪
解
け
と
と
も
に
、
淡

い
ピ
ン
ク
や
白
い
花
々
が

春
を
告
げ
、
夏
に
は
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
登
山
と
可
憐

に
咲
き
誇
る
高
山
植
物
の

世
界
へ
。
赤
や
黄
色
に

山
々
が
色
づ
く
秋
は
絵
画

の
よ
う
な
美
し
さ
に
変
化

し
、
冬
は
銀
世
界
に
包
ま

れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ダ
ー
が
集
い
華
や
ぎ
ま
す
。

　

雪
深
い
農
村
集
落
と
し

て
長
い
歴
史
を
歩
ん
で
き

た
白
馬
の
観
光
の
嚆こ
う
し矢
と

な
っ
た
の
は
白
馬
岳
の
登

山
で
、
そ
の
歴
史
は
明
治
時
代
に
遡
り
ま
す
。

測
量
、
地
質
調
査
、
植
物
調
査
、
資
源
調
査

な
ど
の
目
的
で
登
山
す
る
人
が
増
え
、
高
山

植
物
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
が
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
40
年
に
は

白
馬
岳
山
頂
に
山
小
屋
が
建
設（
現「
白
馬
山

荘
」）
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
時
期
に
白
馬
観
光

の
基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
明
治
44
年
に
日

本
に
伝
え
ら
れ
た
ス
キ
ー
は
、
3
年
後
に
白

馬
山
麓
に
も
伝
わ
り
山
岳
ス
キ
ー
場
と
し
て
、

学
生
や
山
岳
家
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
の
麓
、
細
野
集
落（
現

八
方
）
で
は
、
住
民
が
ガ
イ
ド
と
し
て
白
馬

登
山
に
同
行
し
た
り
、
登
山
者
が
ガ
イ
ド
の

家
に
宿
泊
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
12
年
に

16
戸
の
農
家
が
警
察
か
ら
許
可
を
と
っ
て
お

客
を
泊
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

「
日
本
の
民
宿
発
祥
の
地
」
と
呼
ば
れ
る
所
以

で
す
。

　

戦
後
、
ス
キ
ー
が
大
衆
化
し
、
昭
和
33
年

東
急
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
八
方
ケ
ー
ブ
ル
（
ゴ

ン
ド
ラ
リ
フ
ト
）
の
建
設
は
観
光
立
村
の
推

進
を
果
た
し
、
以
降
数
々
の
観
光
開
発
、
ス

キ
ー
場
の
開
発
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
民
宿
の
開

業
、
別
荘
地
な
ど
の
開
発
が
行
わ
れ
、
宿
泊

施
設
は
現
在
８
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｓ
）
に
よ
る
宿
泊
事
業
者
数
は
、
大
阪
市
、

京
都
市
に
次
い
で
全
国
第
3
位
。
4
位
横
浜

市
、
5
位
名
古
屋
市
、
6
位
福
岡
市
、
7
位

札
幌
市
と
続
き
ま
す
が
、
人
口
9
千
人
程
度

の
村
で
あ
り
な
が
ら
、
宿
泊
事
業
者
の
集
積

度
の
高
さ
は
特
異
で
あ
り
、
全
国
で
も
際

立
っ
て
い
ま
す
。

　

四
季
を
通
し
て
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
楽
し
め
る
白
馬
は
、
6
つ
の
源
泉
が
楽
し

め
る
温
泉
地
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し

い
そ
ば
の
楽
し
み
方
と
し
て
白
馬
商
工
会
が

考
案
し
た「
白
馬
ガ
レ
ッ
ト
」や
、
村
内
で
宿

泊
業
や
飲
食
業
を
営
ん
で
い
る
女
性
グ
ル
ー

プ
が
考
案
し
た
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
（
食

べ
ら
れ
る
花
）を
使
っ
た「
花
ご
は
ん
」な
ど
、

新
た
に
お
し
ゃ
れ
な
食
の
魅
力
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

魅
力
満
載
の
白
馬
で
、 “
る
・
る
・
ぶ
”（
見

る
・
食
べ
る
・
遊
ぶ
）
し
ま
せ
ん
か
。
皆
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

民
宿
発
祥
の
地「
白
馬
」

　
　
か
ら「
Ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｂ
ａ
」へ

Vol.37
白馬商工会

大出の吊橋から望む白馬連峰

白馬の民宿　昭和20年代
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先進医療に係る費用が全額自己負担となる
所定の先進医療を受けられたとき、
何度でも補償します。
通算支払限度はありません。
※対象となる先進医療については、パンフレットの「補償のあらまし」ご確認ください。

がんの手術はもちろん、
病気・けがで所定の手術を受けられたとき、
何度でも補償します。
※傷の処置、切開術（皮膚、鼓膜）、抜歯等お支払いの対象外の手術

やお支払い回数に制限がある手術があります。

がんの入院はもちろん、
病気・けが入院も、日帰り入院から
補償します。

一旦治癒した後、がんが再発したと
診断確定されたときなどにも
診断共済金をお支払いします。 
※支払事由に該当した最終の診断確定日からその日を含めて1年以

内であるときは、がん診断共済金をお支払いできません。

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

※新規ご加入の場合、共済期間の初日からその日を含めて90日（待機期間）を経過した日までにがんと診断確
定された場合は、がん診断共済金（がん手術共済金・がん入院共済金）はお支払いできません。（病気・けがの
手術共済金、入院共済金をお支払いできる場合があります。）

※同一事故においてがん手術共済金と病気・けがの手術共済金およびがん入院共済金と病気・けがの入院共
済金はそれぞれ重複してお支払いしません。

2020年11月1日午後4時から2021年11月1日午後4時まで
中途加入の場合、毎月1日午前0時から2021年11月1日午後4時まで

共済（補償）期間

ご加入できる方

共
済
金
額

がん診断共済金

病気・けがの手術共済金

病気・けがの入院共済金
（1日あたり）

がん手術共済金

がん入院共済金（1日あたり）

先進医療共済金

加入プラン

契約年齢

月払掛金 3,000円

満6歳～65歳

トータル「がん」プラン

満66歳～74歳

6,000円

シニアトータル「がん」プラン

100万円

5,000円 （1日～120日まで）

放射線治療共済金 5万円

手術の種類により 40万円～7.5万円

305万円～5万円

10,000円 （1日～無制限）

掛金と共済金

通算支払
限度なし

お支払日数
無制限

再発・転移
しても安心

取扱代理店：株式会社ふるさとサービス  東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館10F　TEL:03-3214-5710　　           引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　担当課：広域法人部法人第一課  東京都千代田区三番町6-4　TEL:03-3515-4147
2020年9月作成　20-T02602

5 安 心のつ
上皮内がん等の初期のがんでも、
診断共済金として、１００万円を
お支払いします。

がんと診断確定されたとき、
入院の有無にかかわらず一時金として

このチラシは福祉共済および東京海上日動火災保険（株）の団体総合生活保険（医療補償基本特約・がん補償基本特約）の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点等がある場合には、ご加入の商工会までお問い合わせください。

商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商工会・連合会の役職員とその
家族であって健康な方が対象となります。（健康状態に関する告知義務があります。）
※ただし2020年11月1日時点での満年齢が満6歳以上満74歳以下の方に限ります。（継続加入は満80歳まで）

「家族」とは…①配偶者、父母、子  ②同居かつ扶養している祖父母・兄弟姉妹・孫  ③配偶者の父母  をいいます。

初期のがんも
安心!1

再発・転移も
安心!2

入院も
安心!3

手術も
安心!4

先進医療も安心!5
1回のお支払いは実費の半額程度となります。

※一部の商工会においては取り扱っていない場合があります。お問い合わせ・資料請求はご加入の商工会まで

告知に問題のある方には、

がんのみを補償する

シンプル「が
ん」補償

  もあります。

トータル がん 補償あなたも家族もまるごと守る！　頼れる補償の

重大手術 20万円、入院中5万円、入院以外2.5万円

66歳となった場合はシニアトータル「がん」
プラン（6,000円）に自動的に移行します。( ( （継続加入は満80歳まで）

※補償内容の詳細はパンフレットを参照してください。

商工会の福祉共済全国商工会会員福祉共済

＊1 2020年11月1日時点の年齢をいいます。
＊2 手術・放射線治療の内容・種類によっては回数の制限があったり、お支払いの対象とならない場合があり

ます。
＊3 対象となる重大手術・先進医療については、パンフレットの「補償のあらまし」をご確認ください。

＊1

＊3

＊2

＊3

＊2

＊2

この制度は

三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済
資金の
貯 蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え

更新契約できます！

　　　 そのメリットは…

１　現在の保
障内容が継続

可能！

２　告知や診
査等は不要！

３　病気や入
院中の方でも

更新可能！

○�更新とは、
既加入の契約

が満期になっ
た時、

健康状態に関
係なく原則と

してそれまで
の保

険金額の範囲
内で保障を継

続できる制度
です。

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員

Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　�商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月まで

の健康な方

Ⅲ 加入期間　10年間
Ⅳ 加入口数　被保険者1人につき20口まで（1口2,000円）
Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　�貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。

Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　�満　期　時：�満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計をお

返しします。
　　中途解約時：�中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積立

金元利合計をお返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　�毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てら
れ、満期時等に返戻されます。

Ⅷ 融資
　　�加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数
に応じ最高2,000万円までの利用ができます。
（ただし、商工会等での審査があります）

Ⅸ 加入口数と診査区分（契約内容により告知書扱から変更あり）

契約年齢 告知書扱 診査医又は健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6〜39歳 1〜15口 16〜20口 100万円40〜46歳 1〜12口 13〜20口
47〜54歳 1〜20口 � ｜ 50万円
55〜65歳 1〜20口 ｜ 25万円

お問い合わせはお近くの商工会へ


